
TOKYO METROPOLITAN GOVERNMENT

第２回東京都・区市町村CIOフォーラム
ー連携による行政ＤＸの推進を目指してー

令和４年２月１日

デジタルサービス局
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開催目的

事例共有によるＤＸ推進への機運醸成

システム標準化に向けた情報の共有

共同調査の分野に関する意見交換
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次第

開会
チェアマン挨拶
講演会
情報共有会
事務局報告
共同調査の分野に関する意見交換
閉会
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次第

 開会

チェアマン挨拶
東京都副知事（ＣＩＯ） 宮坂 学

 講演会

 情報共有会

 事務局報告

 共同調査の分野に関する意見交換

 閉会
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次第

 開会
 チェアマン挨拶

講演会
地方自治体のＤＸ推進に向けて
三浦法律事務所 越 直美様（元大津市長）

 情報共有会

 事務局報告

 共同調査の分野に関する意見交換

 閉会
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次第

 開会
 チェアマン挨拶
 講演会

•地方自治体のＤＸ推進に向けて

情報共有会
デジタル社会の実現に向けた重点計画について
デジタル庁デジタル大臣政務官 山田 太郎様
 事務局報告

•フォーラム活動報告
•都における区市町村関連の次年度予算について

 共同調査の分野に関する意見交換
 閉会
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次第

 開会
 チェアマン挨拶
 講演会

•地方自治体のＤＸ推進に向けて
 情報共有会

•デジタル社会の実現に向けた重点計画について

事務局報告
フォーラム活動報告
デジタルサービス局戦略部 深井 稔
•都における区市町村関連の次年度予算について

 共同調査の分野に関する意見交換
 閉会



フォーラム活動報告

CIOフォーラム座談会
規模
•24区市町村と実施
•開催回数は延べ20回
※R3.8～R4.1の6か月間

座談会でのトピックス（抜粋）
•オンライン申請
•環境整備
•共同利用
•マイナンバーカード
•データ利活用・AIの活用
•リモートワーク

 第１回フォーラムを令和３年５月に開催。開催後のアンケートを踏まえ、さらなる事例共有を推進するために
月次でマガジンを発行すると共に、各区市町村CIO等との座談会を開催

都
事
務
局

東京都・区市町村
CIOマガジン

定期コーナー
各団体の取組

特集コーナー
座談会

事務局トピックス
次回予告等

東京都・区市町村
CIOマガジン（抜粋）

特集コーナー
座談会

7

CIOフォーラムマガジン

構成員 都民
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東京都・区市町村CIOフォーラムnote閲覧許可のお願い

https://note.com/tokyo_cio_forum

 座談会の取組は東京都・区市町村CIOフォーラムnoteで随時公開しています。

セキュリティ保護の観点から、業務端末でのnote閲覧を制限されている自治体様もあることと思います。

自治体の皆様が本フォーラムの取組をご認識いただけるよう、閲覧許可をご検討いただければ幸甚です。

and more・・・
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東京都・区市町村CIOフォーラム座談会発言分析

 発言分析により「標準化」・「情報共有」・「ICT人材」がキーワード→第1回アンケートと合致

0 1 2 3 4 5 6 7 8

自治体DXのあるべき姿

広域情報基盤・通信インフラ

ICT人材育成

各団体の取組共有・共同

システム標準化（共同開発含む）

各自治体が希望するテーマ（第1回アンケート再掲）共起ネットワークによる座談会発言分析
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デジタルツール共通化等検討WGの設置

 座談会発言分析を踏まえ、デジタルツールの共通化等に関する検討を目的として、令和３年12月よりデ
ジタルツール共通化等検討WGを設置

目的
導入するデジタルツールの共通化等を図ることに
より、導入ノウハウの共有やコスト面での工夫の
可能性を始めとして検討するため

検討内容
•各自治体の取組共有、事例把握
•共通化の在り方（レベル感）の検討
•これまでの共通化に関する取組の振り返り
•今後の方向性の模索

これまでの主な活動内容・今後の予定
•デジタルツール利用状況調査（12月）
•検討範囲・当面の取組等の意見交換（１月）
•事例共有・ヒアリング等（２月以降）

区部

•世田谷区
•中野区
•足立区
•葛飾区

多摩部

•八王子市
•町田市
•多摩市

東京都デジタルサービス局

•戦略部戦略課長
•デジタルシフト推進担当課長
•区市町村支援担当課長
•デジタル計画担当（事務局）
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デジタル人材の確保・育成に関する検討WGの設置

 座談会発言分析を踏まえ、デジタル人材に関する課題検討を目的として、令和４年1月よりデジタル人材
の確保・育成に関する検討WGを設置

目的
区市町村がDXを推進する上で基軸となる
デジタル人材の確保・育成に関して、都と区
市町村が連携した取組を具体的に検討

検討内容
外部人材の任用や共同研修の実施など
都と区市町村が連携した取組

これまでの主な活動内容・今後の予定
•国の調査結果の分析・検証（1月）
•調査結果等を踏まえた課題検討（3月）
•具体的な取組の検討（5月）
•具体的な取組のまとめ（7月）

区部

•墨田区
•練馬区
•江戸川区

市部・町村部

•三鷹市
•昭島市
•あきる野市
•大島町

東京都デジタルサービス局

•戦略部戦略課長
•デジタル推進課長
•デジタルシフト推進担当課長
•区市町村支援担当課長
•区市町村支援担当（事務局）
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次第

 開会
 チェアマン挨拶
 講演会

•地方自治体のＤＸ推進に向けて
 情報共有会

•デジタル社会の実現に向けた重点計画について

事務局報告
•フォーラム活動報告

都における区市町村関連の次年度予算について
デジタルサービス局戦略部 深井 稔

 共同調査の分野に関する意見交換
 閉会
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都における区市町村関連の次年度予算について

 令和４年度において813,152千円の予算を計上

# 名称 金額 区分 概要

1 都・区市町村合同勉強会 7,496 拡充 全６回のパッケージ＋個別開催

2 デジタル人材確保に係る業務支援 10,000 新規 人材の情報収集・任用調整支援等

3 行政手続等デジタル化推進事業 140,000 拡充 R3事業の横展開・新規推進事業

4 共同運営電子申請サービスの活用促進支援 20,000 新規 申請フォームのひな形・マニュアル提供等

5 官民共創デジタルプラットフォーム創出事業 15,000 新規 地域課題とシビックテックの需給マッチング

6 都民等のデジタルデバイド是正に関する取組 100,000 事例の横展開・普及啓発・新規推進事業

7 高齢者向けスマートフォン利用普及啓発事業 423,656 拡充 スマートフォン体験会等スマホの利用促進

8 TOKYOスマホサポーター（仮称）認証制度 80,000 新規 人材認証制度による地域の取組支援

9 東京都・区市町村ＣＩＯフォーラム 17,000 新規 国内外事例に基づく共同調査等

合計 813,152

単位：千円



官民共創デジタルプラットフォーム創出事業｜15,000千円

 デジタル技術を用いた都内区市町村の地域課題に係る対応の迅速化・最適化を図るため、地域課題の需
給をマッチングさせ、シビックテックによる地域課題解決の場とするプラットフォームの構築を進める。

■ 事業イメージ

都
区市町村

シビック
テック

地域課題の登録
【需要】 官民共創

デジタル
プラットフォーム

自身の情報登録
【供給】

•需給のマッチング
•プラットフォーム普及啓発イベント

デジタル技術を用いた解決策の創出
OSSとして公開

解決策のアップデート
他団体への横展開 フィードバック

【類似事例】

エールラボえひめ
https://yell-lab.ehime.jp/

ひろしまサンドボックス
https://hiroshima-
sandbox.jp/

委託事業者

•プラットフォーム構築・運営
•イベント
（運営・ファシリテーション・実装検討支援）



TOKYOスマホサポーター（仮称）認証制度｜80,000千円
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次第

 開会
 チェアマン挨拶
 講演会

•地方自治体のＤＸ推進に向けて
 情報共有会

•デジタル社会の実現に向けた重点計画について
 事務局報告
フォーラム活動報告
都における区市町村関連の次年度予算について

共同調査の分野に関する意見交換
デジタルサービス局戦略部長 深井 稔

 閉会



共同調査イメージ

 本フォーラムにおいて東京都全体の行政DX推進を図るため、共同調査を実施する

想定する共同調査フロー
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共同調査において取り扱うテーマを設定する

現状調査

先行事例調査

課題分析

解決策検討

具体的取組検討

調査テーマの設定

テーマに関する現状調査を実施する

テーマに関する国内外の先行事例を調査する

現状と先行事例のギャップを抽出・分析する
※ギャップ＝課題

課題を解決するための施策を検討する

解決策実現のための具体的取組を検討する
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調査テーマ設定イメージ

 調査テーマの早期設定による迅速な事業開始を目的として、まずは調査分野の意見交換を実施する

調査テーマ設定までのフロー

調査分野に関する意見交換

調査分野アンケート

アンケート結果分析

分析結果に基づくテーマ検討

調査テーマの設定

意見交換による調査分野の候補設定

挙げられた調査分野候補に基づく調査

回答結果の分析・調査分野特定

調査分野のうちテーマとしたい事項の調査

回答結果の分析・調査テーマ候補特定

調査テーマアンケート

第3回本会で調査テーマの検討・決定

本日の実施事項
：調査分野

：調査テーマ
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調査テーマ設定までの想定スケジュール

下記のスケジュールを想定し、早期のテーマ設定を実施

# 実施内容
２月 ３月 ４月 ５月

前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半

マイルストーン

1 調査分野アンケート

2 アンケート結果分析

3 調査テーマアンケート

4 分析結果に基づくテーマ検討

5 調査テーマの設定

★第2回本会 第3回本会（予定）★
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共同調査分野に関する意見交換

意見交換
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共同調査分野に関する意見交換（当日）

調査分野候補
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次第

 開会
 チェアマン挨拶
 講演会

•地方自治体のＤＸ推進に向けて
 情報共有会

•デジタル社会の実現に向けた重点計画について
 事務局報告
フォーラム活動報告
都における区市町村関連の次年度予算について

 共同調査の分野に関する意見交換

閉会

ありがとうございました!


